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「それぞれの言葉で」

使徒言行録 2：1－13

ガラテヤの信徒への手紙 5:22-23

２０２３年５月２８日

野村 友美 師

＜ペンテコステとは＞

さて今日はペンテコステ、聖霊降臨日

と呼ばれる礼拝です。イエス様が十字架

で死なれて復活されてから５０日後、弟

子たちに約束されていた聖霊が降ったこ

とを記念して、毎年イースターから５０

日後の日曜日にこうやってお祝いしてい

ます。

よくペンテコステは「教会の誕生日」と

も言われますけど、まさにこのペンテコ

ステの出来事から、キリスト教会は始ま

りました。

イエス様を救い主だと信じて従う弟子

たちに、神様の霊である聖霊が与えられ

て、神様からの愛と救いを証言し始めた。

このペンテコステの出来事から生まれて、

この出来事を引き継いで、今も世界中の

あちこちで、聖霊によってイエス様を証

言し続けているのが、イエス・キリスト

の教会なんです。

ちなみにペンテコステというのは、ユダ

ヤ教の大きなお祭りの一つでもあります。

いちばん大きなお祭りは過越の祭、かつ

てエジプトで奴隷として扱われていたイ

スラエル人たちが神様によって助け出さ

れたこと、いわゆる出エジプトの出来事

を記念するためのお祭りです。

イエス様が十字架にかけられる前の晩、

弟子たちと一緒になさった最後の晩餐が

まさにこの過越の祭の食事でした。そし

て過越の祭から７週間後、つまり５０日

後に行われるのが五旬祭、イエス様の時

代の公用語だったギリシャ語で「５０」

を意味する「ペンテコステ」と呼ばれた

お祭です。

このペンテコステは夏の初めの収穫祭で

すが、エジプトを脱出したイスラエル民

族に神様からの掟である律法が与えられ

たことを記念する日でもありました。

そんな五旬祭の日に、今日ご一緒に記念

している聖霊の出来事が起こったんです。

＜弟子たちに降った聖霊＞

イエス様は復活してから４０日間、弟

子たちと一緒におられました。あなたた

ちの上に聖霊が降ると、あなたたちは力

を受けて、地の果てに至るまでわたしの

証人になる。そう約束して、弟子たちを

祝福しながら、イエス様は天に上げられ

ました。イエス様を見送った後、弟子た

ちはエルサレムで滞在していた家の２階

に集まって、約束の聖霊を待ちながらい

つも祈っていたようです。

そして五旬祭の日、イエス様が天に上

げられてから１０日ほど経ったこの日も

彼らは集まって一緒に祈っていました。

すると突然、激しい風が吹いてくるよう

な音が天から聞こえてきて弟子たちがい

る家中に響き渡った、というんです。

ものすごく大きな音がいきなり聞こえて

きたら、みなさんは咄嗟にどういう反応

をするでしょうか？私だったら多分、音
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がした方を見て原因を確かめようとしま

す。きっとこの時の弟子たちも、びっく

りして、音がした方を見ようとして反射

的に上を向いたんじゃないでしょうか。

そこに炎のような舌が分かれ分かれに現

れて、一人一人の上に留まった、と聖書

はなんとも不思議な光景を伝えています。

炎のような舌って、想像力を試される表

現ですね。風も炎も、聖書では神様の力

や霊の働き、そして神様が今まさにそこ

におられる、ということを表すものとし

てよく登場します。ちょっと難しい言葉

で言うと、神様の臨在の象徴なんです。

イエス様の弟子たちは、ほとんどがイス

ラエル育ちのユダヤ人でした。だから天

から響く風の音と、この炎のような舌を

見て、彼らは聖書の言葉を連想して

「あ！神様が今ここにおられる！」と

瞬間的に理解できたんじゃないかと思い

ます。

逆に言えば、この風の音と炎のような舌

は、これから起こることが他の何もので

もない、神様によって起こされる出来事

だということを、弟子たちにいちばんわ

かりやすい形で教えているんです。弟子

たちだけじゃありません。この出来事を

伝えられた人たち、今の私たちも含めて、

イエス様の弟子たちの証言を聞く一人一

人に対しても「これは神様が起こされた

出来事だ」と宣言されているんです。他

の誰かや何かが起こしたんじゃない、こ

れは確かに神様がなさったことだ。そう

宣言する現象の後で、弟子たちはみんな

聖霊に満たされて、いろんな国の言葉で

話し始めました。

この時に何人の弟子たちがそこに居た

のかはわかりませんが、他の日には１２

０人ぐらい居たそうですから、そのぐら

いの人数は集まっていたんじゃないで

しょうか。１２０人もの人たちがいっせ

いに話し始めたらどうなるか、想像して

みてください。大騒ぎの物音を聞いて、

大勢の人たちが集まってきました。

この出来事が起きた五旬祭の日は、奴隷

たち、つまり使用人として働く人たちに

も仕事をさせてはいけない、とイスラエ

ルの律法で決められていました。

だからどういう身分の人でもみんな、祭

を祝うために仕事を休んでいたんです。

しかもこういう大きなお祭りがある時期

には、普段は地方の町とか他の国に住ん

でいるユダヤ人たちも、神殿があるエル

サレムに巡礼に来ていました。特に五旬

祭は５月か６月で、ちょうど気候が良く

て旅がしやすいので、過越の祭よりもた

くさんの人が遠くから来ていたんだそう

です。

聖霊が語らせるままに、いろんな国の

言葉で話している弟子たちの様子を見て、

集まってきた大勢の人たちは呆然としま

した。みんなそれぞれ、自分たちが生ま

れ育った故郷の言葉を聞いたからです。

パルティア、メディア、エラム、メソポ

タミア、ユダヤ、カパドキア、ポントス、

アジア、フリギア、パンフィリア、エジ

プト、キレネに接するリビア地方、ロー

マ、クレタ、アラビア。

ここに挙げられている地名は、当時のユ
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ダヤ人たちが散らばっていた国の全部で

した。ユダヤ民族の話し言葉だったアラ

ム語と、当時の地中海世界の共通語だっ

たギリシャ語は大体どこに住んでいるユ

ダヤ人でも理解できたはずです。

でもそれとは別に、外国で生まれ育った

ユダヤ人たちは、普段の生活の中では当

然それぞれの国の言葉を話していたで

しょう。しかもこの時集まっていた人た

ちの中には改宗者、つまりユダヤ人じゃ

ないけどユダヤ教に改宗した外国人たち

もいたことを、使徒言行録は伝えていま

す。

いろんな国で生まれ育って、いろんな

言葉で生きている人たちがそこにいまし

た。その全員が、それぞれ自分の言葉で、

神様がなさった偉大なことについて話さ

れているのを聞いたんです。しかも話し

ているのは、いかにもいろんな言葉を

知っていそうな偉い学者じゃなくて、見

るからにガリラヤ地方から来たとわかる

人たち、当時の人々の感覚からしたらあ

んまり教養とは縁がなさそうな人たちで

した。常識では説明できない、でも確か

に目の前で起こっているこの不思議な出

来事に、みんな驚いて、とまどって、

「これは一体どういうことだ？」と言い

合いました。自分の常識に当てはまらな

いことは受け入れられない、受け入れた

くない人たちは、「あいつらは新しいぶ

どう酒で酔っ払っているだけだ」なんて

無理やりな説明をつけて弟子たちを馬鹿

にすることで、自分の心を守ろうとしま

した。

聖霊が引き起こした出来事は、人々を

説得したり納得させたり満足させるよう

なことじゃありませんでした。それどこ

ろか、驚かせて動揺させて、それぞれの

価値観をひっくり返してでも、そこにい

る一人一人のための言葉で、すべての人

に神様がなさった偉大なことを証言する

出来事だったんです。

＜それぞれの言葉で＞

このペンテコステの出来事は、旧約聖

書の創世記が伝えるバベルの塔の物語を、

私たちに思い出させます。世界中が同じ

言葉を使って同じように話していたとい

う、古い時代。神様の支配を振り払って、

自分たちの思い通りにすべてを支配しよ

う、と考えた人間たちは、天に届く高い

塔を建て始めました。

欲望を満たすために協力しあって、どん

どん暴走していく人間たちの姿を見て、

神様は人間たちの言葉をばらばらになさ

いました。これはただ単に、反抗的な人

間たちを神様が懲らしめたという話じゃ

ありません。神様の思いを無視する傲慢

さと、自分の欲望に引きずられてしまう

弱さが、結局は私たち人間をバラバラに

引き離して、お互いに分かり合えなくさ

せてしまう。そういう罪の実態を、バベ

ルの塔の物語は私たちに教えているんで

す。

ペンテコステの日、イエス様の弟子た

ちに降った聖霊は、彼らの言葉を通して

そこにいたすべての人を一つに結び合わ

せました。同じ一つの言葉によってじゃ
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なくて、同じ一つの良い知らせによって、

聖霊はバラバラの人間たちを結び合わせ

たんです。お互いの罪によって引き離さ

れている私たち、すべての人が、神様の

偉大な業によって、つまりイエス様の死

と復活の出来事によって、その罪から解

放された。この良い知らせ、福音と呼ば

れる出来事が、一人一人のための言葉で

証言されたのが、ペンテコステの出来事

です。いろんな国で、いろんな身分で、

いろんな環境で生まれ育ったすべての人

に、それぞれのための言葉で、同じ神様

からの愛と救いが伝えられた。

それが今日、私たちがお祝いしているペ

ンテコステの出来事なんです。

どこか一つの国の言葉に、何か一つの同

じ形に、全員を無理やり押し込むような

やり方を、聖霊はなさいませんでした。

それぞれに違う人たちに、それぞれのた

めの言葉で語りかけて、同じ神様からの

愛で一つに結び合せる。そういうやり方

をお選びになった聖霊が、今も教会と一

緒に働いておられます。

このことを教会は、私たちは、いつも忘

れないでいたいと心から願います。

初期の教会を形作った使徒たちの１人、

パウロは新約聖書のガラテヤの信徒への

手紙で、聖霊の働きが生み出すものを

「霊の結ぶ実」と表現しました。

「これに対して、霊の結ぶ実は愛であり、喜

び、平和、寛容、親切、善意、誠実、

柔和、節制です。これらを禁じる掟はあり

ません。」（ガラテヤ５：２２−２3)

愛、喜び、平和、寛容、親切、善意、

誠実、柔和、節制。パウロが「霊の結ぶ

実」と呼んだものはどれも、私たちが自

分と他の誰かをどちらも尊重して、大切

に扱うことから生まれてくるものです。

自分も、目の前の相手も、どこで生きる

どんな人も、一人一人が神様から愛され

て、尊重されて、大切に扱われている。

そのことに心を向ける時にこそ、聖霊の

働きが私たちの間に実を結ぶのだと、

パウロは教えているんです。

聖霊の働きが生み出す愛を、喜びを、

平和を、寛容を、親切を、善意を、誠実

を、柔和を、節制を、どんな時も私たち

が願い求めていられますように。

それぞれに違う一人一人に、それぞれの

言葉で語りかけてくださる聖霊の働きに

信頼して、イエス様の証人として生きる

ことができますように。

自分自身のため、またお互いのために、

聖霊の助けを祈りながら今日もご一緒に

それぞれの生活へと送り出されていきま

しょう。

お祈りいたします。


